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鶴 :

―
―
大
矢
数
に
つ
い
て
い
―
―

江

本

裕

一　
五
月
興
行
に
つ
い
て

延
宝
九
年

（
一
六
八

一
）
四
月
に

『
西
鶴
大
矢
数
』
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
彼
の
矢
数
俳
諧
四
千
句
の
興
行
は
、
そ
の
前
の
年
、
延
宝
八
年

五
月
七
日
夕
刻
か
ら
翌
八
日
の
暮
に
か
け
て
営
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
先
学
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
に
矢
数
俳
諧
は
、
五
月
の
晴
天
の
日
を
選
ん

で
行
わ
れ
た
京
都
東
山
の
天
台
宗
蓮
華
王
院
三
十
三
間
堂
で
の
通
し
矢
競
技
に
倣
う
も
の
で
あ
る
が
、
西
鶴
が
前
回

（延
宝
五
年
五
月
二
十
四

日
興
行
の
独
吟
千
六
百
句
）
に
続
い
て
本
興
行
で
も
五
月

（傍
点
筆
者
。
以
下
も
同
じ
）
を
選
ん
だ
の
は
、
上
記
通
し
矢
競
技
の
五
月
を
享
け

る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
十
三
間
堂
で
の
通
し
矢
の
記
録
を
た
ど
る
と
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
）
閏
四
月
二
十

一
日
に
紀
州
藩
士
吉

見
台
右
衛
門
経
武
が
総
矢
九
七
六
九
本
中
六
三
四
三
本
を
通
す
と
、
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
五
月
二
十
八
日
に
尾
州
藩
士
星
野
勘
左
衛
門
茂

則
が
総
矢

一
〇

一
二
五
本
を
射
て
六
六
六
六
本
を
通
し
、
以
後
、
延
べ
五
十
人
の
射
士
が
挑
戦
し
て
、
寛
文
八
年
五
月
三
日
に
前
掲
吉
見
台
右

衛
門
門
下
の
紀
州
藩
士
葛
西
園
右
衛
門
弘
武
が
、総
矢
九
〇
四
二
本
中
七
〇
七
七
本
を
通
し
て
師
の
仇
を
う
っ
た
。す
る
と
翌
寛
文
九
年
五
月
二

日
に
再
び
勘
左
衛
門
が
総
矢

一
〇
五
四
二
本
の
う
ち
八
〇
〇
八
本
を
射
通
し
て
タ
イ
ト
ル
を
奪
還
し
、
こ
の
記
録
は
貞
享
三
年
２

六
八
六
）
四

月
二
十
六
日
に
紀
州
藩
士
和
佐
大
八
郎
に
破
ら
れ
る
ま
で

（総
矢

一
〇
三
五
三
本
、
通
し
矢
八

一
三
三
本
）
、
十
七
年
間
破
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七

西



一
二
八

う
。
さ
な
が
ら
御
三
家
の
う
ち
の
紀
州
と
尾
州
の
覇
権
争
い
の
観
を
呈
す
る
の
だ
が
こ
れ
が
世
に
喧
伝
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
察
せ

ら
れ
、
い
ち
は
や
く
明
暦
四
年
刊
の

『
京
童
』
（巻
二
）
が
挿
絵
を
施
し
て
説
明
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
し
て
軽
口
の
俳
諧
を
旨
と
す
る
西
鶴
が

こ
の
数
を
競
う
技
芸
に
目
を
つ
け
ぬ
筈
は
な
く
、
な
か
で
も
再
度
挑
ん
で
大
記
録
を
た
て
た
星
野
勘
左
衛
門
に
強
く
心
を
惹
か
れ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
「
天
下
の
大
矢
数
は
星
野
勘
左
衛
門
、其
名
万
天
に
か
く
れ
な
し
六
『
西
鶴
大
句
数
』
序
）
の
言
や
、『
大
矢
数
』
第
二
十
七
で

「
星
野
は
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　ヽ
　ヽ
　ヽ
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注
①

い
さ
し
ら
さ
半
分
大
矢
数
」
の
善
之
発
旬
に
コ
一百
五
十
石
早
苗
と
り
月
」
と
脇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
充
分
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
西
鶴
の
興
行
に
は
本
家
筋
の
月
に
当
る
五
月
が
最
も
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
当
初
か
ら
延
宝
八
年
五
月
と

企
図
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
既
に
野
間
光
辰
氏
に
延
宝
七
年
三
月
二
十
二
日
付
下
里
勘
兵
衛
（知
足
）宛
西
鶴
書

簡
を
用
い
て
の
詳
考
が
備
わ
る
よ
う
に
、西
鶴
は
自
身
の
千
六
百
句
独
吟
を
抜
い
た
月
松
軒
紀
子
の
千
八
百
句
を
再
度
破
る
の
を
、延
宝
七
年
の

多
分
五
月
、
し
か
も
句
数
も
三
千
句
を
目
標
に
し
て
い
た
全
二
月
二
十
二
日
付
で

「
近
々
誓
一千
旬
の
の
そ
み
」
と
言
う
）。
と
こ
ろ
が
そ
の
延
宝

七
年
の
三
月
初
め
（
五

・
六
日
）
に
仙
台
の
大
淀
三
千
風
が

一
日

一
夜
二
千
八
百
の
独
吟
興
行
を
敢
行
し
公
二
千
句
を
志
し
、〓
一千
風
の
号
も
こ
の

興
行
に
拠
る
）
、
そ
の
戦
果
は
や
が
て

（
二
月
二
十
二
日
以
後
）
、
西
鶴
と
面
識
の
あ
る
仙
台
出
身
で
在
阪
中
の
木
村

一
水
を
通
し
て
、
出
版
依

注
③

頼
を
伴
い
な
が
ら
西
鶴
の
処
に
廻

っ
て
き
た
。
三
千
風
の
成
果
は
こ
の
年
八
月
に
三
冊
本
で

『
仙
台
大
矢
数
』
と
題
し
て
大
阪
の
深
江
屋
か
ら

版
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
折
西
鶴
は
こ
の
書
に
跛
文
と
独
吟
歌
仙

一
巻
を
お
く
る
熱
の
入
れ
よ
う
で
あ
る
。
反
面
ラ
イ
バ
ル
の
菅
野
谷

高
政
を
激
し
く
難
じ
て
三
千
風
を
慌
て
さ
せ
る
の
だ
が
、
し
か
し
こ
の
時
既
に
西
鶴
自
身
は
当
初
の
自
己
の
計
画
を
変
更
し
て
新
た
に
目
標
を

定
め
て
い
た
筈
で
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
が
延
宝
八
年
五
月
七
日

・
八
日
の
本

『
大
矢
数
』
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
の
計
画
か
ら
は
ば

一

年
の
遅
れ
と
な
る
。

知
足
に
訴
え

（書
簡
で
も
紀
子
と
高
政
を
非
難
）
、

他
人
の
出
版
物
ま
で
を
借
り
て
怒
り
を
爆
発
さ
せ
る
当
時
の
西
鶴
の

心
理
状
態
、
ま
た
後
述
す
る
つ
も
り
の
こ
の
時
期
彼
を
と
り
ま
く
あ
る
意
味
で
は
切
迫
し
た
俳
壇
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の

一
年
近
い
延
期
は

少
し
長
い
よ
う
に
も
感
ず
る
。
む
ろ
ん
こ
の
間
に
質
量
と
も
に
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
に
す
る
た
め
の
準
備
も
な
さ
れ
た
だ
ろ
う
が
、　
一
つ

に
は
や
は
り
、
本
家
筋
で
あ
る
矢
数
競
技
の
行
わ
れ
る
月
、
五
月

へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も

っ
と
も
貞
享
元
年
の
二



万
三
千
五
百
句
の
時
は
六
月
六
日
な
の
だ
か
ら
余
り
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
時
好
に
敏
な
西
鶴
と
こ
の
興
行
の
重
要
さ
を

考
え
る
と
、
や
は
り
五
月
に
こ
だ
わ
り
た
い
の
で
あ
る
。

前
田
金
五
郎
氏
が
後
述

『
西
鶴
大
矢
数
注
釈
』

の
解
説
に
紹
介
さ
れ
る

『
翁
草
』

（巻
二
）
の
星
野
勘
左
衛
門
に
関
す
る
逸
話
、
即
ち
寛
文
九
年
五
月
二
日
八
千
八
筋
を
射
通
し
た
勘
左
衛
門
は
終
る
と
騎
馬
で
京
都
所
司
代
に

届
け
、
そ
の
馬
を
南
に
向
け
て
島
原
に
赴
き
、
夜
と
と
も
に
酌
婦
に
戯
れ
酒
を
飲
み
、
そ
の
活
気
平
日
の
ご
と
く
だ
っ
た
の
で
見
聞
の
人
美
談

せ
ず
と
い
う
こ
と
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
「
我
大
矢
数
諸
願
成
就
、
次
日
は
松
門
亭
月
次
の
俳
諧
勤
る
事
」
（松
門
亭

は
片

岡
旨

恕
）
と
跛
文
の
結
び
に
記
し
て
我
々
を
驚
嘆
さ
せ
る
西
鶴
の
精
力
に
、
赴
く
先
こ
そ
違
え
び
っ
た
り

一
致
す
る
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
も

「
大

坂
中
俳
諧
月
次
日
」
「
物
種
集
』
巻
末
）
に
は

「
九
日
　
天
満
旨
恕
　
昼
会
」
と
あ
っ
て
右
は
偶
然
の
一
致
に
す
ぎ
ぬ
か
も
し
れ
ぬ
が
、
西
鶴

の
精
力
的
な
活
動
が
勘
左
衛
門
の
そ
れ
に
倣
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
い
き
れ
る
か
ど
う
か
。
筆
者
に
は
、
勘
左
衛
門
を
念
頭
に
置
い
た
演

技
だ
っ
た
と
感
ぜ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
と
す
る
と
や
は
り
、
『
西
鶴
大
矢
数
』
の
興
行
は
、
五
月
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
っ
た
。

一
一　
大
矢
数
の
概
要

さ
て
、
問
題
の
『
西
鶴
大
矢
数
』
だ
が
、
本
書
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
た
五
巻
五
冊
揃
い
の
孤
本
が
関
東
大
震
災

で
焼
失
し
て
以
来
、
版
本
の
忠
実
な
模
写
で
あ
る
柳
亭
仙
果
の
写
本
等
三
種
の
写
本
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
六
年

に
巻

一
の
み
の
零
本
な
が
ら
版
本
が
発
見
さ
れ
て
天
理
図
書
館
の
蔵
す
る
処
と
な
り
、
こ
れ
が
同
六
十

一
年
刊
の
天
理
善
本
叢
書

『矢
数
俳
諧

集
』
に
乾
裕
幸
氏
の
解
説
で

『
紀
子
大
矢
数
』
『仙
台
大
矢
数
』
と
と
も
に
影
印
公
刊
さ
れ
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
昭
和
六
十
二
年
に
は
前
田
金
五
郎
氏
の
大
著

『
西
鶴
大
矢
数
注
釈
』
全
四
巻
が
完
結

（勉
誠
社
）
、　
西
鶴
俳
諧
の
注
釈
に

一
画
期
を
も
た

ら
し
た
。
従
来
信
頼
で
き
る
校
注
は
定
本
西
鶴
全
集
第
十

一
下

（野
間
光
辰
氏
校
注
）
に
収
ま
る
も
の
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
上
記
に

よ
り
、
西
鶴
の
俳
諧
並
び
に
矢
数
俳
諧
の
研
究
は
、
よ
り
な
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
筆
者
も
右
の
学
恩
に
浴
し
つ
つ
、
俳
諧
師
西

西

鶴
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一
三
〇

鶴
の
頂
点
を
な
す
本
書
を
、
以
下
で
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
西
鶴
大
矢
数
』
は
横
本
五
冊
、
巻
頭
に
死
々
子
鬼
翁
序
、
巻
四
末
に
長
大
な
西
鶴
跛
を
付
し
て
、
延
宝
九
年
四
月
に
大
阪
の
深
江
屋
太
郎

兵
衛
か
ら
版
行
さ
れ
た
。　
も
う
少
し
付
け
加
え
る
と
、　
巻
四
の
西
鶴
跛
の
前
に
も

「
延
宝
九
辛
酉
年
卯
月
吉
日
／
大
坂
呉
服
町
書
林
深
江
屋
／

太
郎
兵
衛
板
」
と
あ
り
、
更
に
巻
五
末
に
重
ね
て
同
旨
の
刊
記
が
あ
る
。
刊
記
が
二
か
所
あ
る
理
由
は
、
本
書
が
巻
四
ま
で
に
各
巻
百
韻
十
巻

ず
つ
の
計
四
千
句
を
収
め
、
巻
五
に
表
八
句
の
み
を
第
四
十

一
か
ら
百
七
ま
で
収
録
す
る
と
い
う
、
そ
の
構
成
上
の
相
違
に
由
来
し
よ
う
。
版

元
の
深
江
屋
は
延
宝
期
大
阪
で
最
も
多
く
の
俳
書
を
出
す
俳
諧
書
津
で
西
鶴
の
も
の
も
十
作
を
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
前
述

『
仙
台
大
矢
数
』

の
版
元
で
も
あ
っ
た
。
新
記
録
達
成
者
三
千
風
を
援
け
誉
め
た
た
え
て
お
い
て
、　
一
年
た
た
ぬ
う
ち
に
同
じ
版
元
で
そ
れ
を
は
る
か
に
凌
駕
し

て
み
せ
る
と
い
う
仕
組
で
あ
る
。
序
者
の
鬼
翁
は
加
藤
氏
、
『
生
玉
万
句
』
等
の
牧
野

一
得
と
同
人
。　
延
宝
四
年
正
月
の
西
鶴
の
歳
旦
帳

『
大

坂
歳
旦
』
に
牧
野
西
鬼
、
同
年
刊
の

『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
に
牧
野

一
得
西
鬼
、

『
百
人

一
句
難
波
色
紙
』
等
に
加
藤
鬼
翁
で
出
る
宗
因
門
で

あ
る
が
、
振
返
れ
ば
西
鶴
の
処
女
編
著

『
生
玉
万
句
』
で
西
鶴
と
共
に
最
大
の
九
句

（
た
だ
し
西
鶴
に
は
追
加
の
一
句
が
加
わ
る
）
を
出
し
て

い
た
人
物
で
、
い
わ
ば

『
生
玉
』
成
立
に
最
も
協
力
し
た
人
。
そ
の
彼
が
俳
諧
師
西
鶴
の
著
作
の
頂
点
た
る
本
書
の
序
を
記
し
て
い
る
の
に
接

し
て
、
筆
者
に
も
感
慨
な
し
と
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
上
述
巻
四
ま
で
の
巻
頭
百
韻
は
次
の
表
八
句

（執
筆
も
加
え
た
）
で
始
ま
っ
て
い
た
。

何
　
泰
平

天
下
矢
数
三
度
の
大
願
四
千
句
也
　
　
　
難
波
西
鶴

百
六
十
ま
い
五
月
雨
の
雲
　
　
　
　
　
梶
山
保
友

郭
公
八
わ
り
ま
し
の
名
を
上
て
　
　
　
　
西
山
梅
翁

さ
は
る
所
か
き

ヽ
医
者
の
山
　
　
　
　
松
雪
軒
大
鶴

酒
の
滝
絶
す
と
ふ
た
り
坐
敷
も
ち
　
　
　
公●
木
因



岩
か
根
ま
く
ら
寝
た
事
か
な
い
　
　
在
原
落
々
子

朝
は
う
つ
ら
昼
は
紅
葉
に
夜
る
は
月
　
　
安
川
孤
松

京
に
も
あ
る
ま
い
目
の
前
の
秋

　

　

松
寒
軒
鶴
爪

染
出
し
の
替
る
所
を
う
つ
衣
　
　
　
　
　
　
　
執
筆

第
二
以
下
は
脇
を
西
鶴
が
付
け
な
が
ら
、
こ
の
体
裁
で
第
四
十
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。

「
天
下
矢
数
」

は
む
ろ
ん
天
下
第

一
の
矢
数
俳
諧
を

ね
ら
う
意
で
、　
コ
一度
の
大
願
」
は
最
初
に
記
録
を
作

っ
た
三
年
前
の

『
大
句
数
』
千
六
百
句
独
吟
に
続
く
再
度
の
挑
戦
を
意
味
す
る
。
脇
の

梶
山
保
友
は
松
山
玖
也
亡
き
現
在

（延
宝
四
年
没
）
は
大
阪
俳
壇
の
最
長
老
と
い
っ
て
よ
く
、
重
要
な
第
三
は
師
の
西
山
宗
因
で
あ
る
。
最
長

老
と
師
を
迎
え

（
ま
た
は
句
を
お
く
ら
れ
）
、
「
八
人
の
執
筆
五
人
の
指
合
見
座
す
れ
ば
、
数
千
人
の
聴
衆
庫
裏

・
方
丈

・
客
殿

・
廊
下
を
轟
」

（跛
文
）
か
す
中
で
吟
唱
す
る
西
鶴
の
面
日
、
推
し
て
余
り
あ
る
。
第
四
の
大
鶴
と
第
八
の
鶴
爪
は

『
大
坂
歳
旦
』
の
巻
頭
三
物
で
西
鶴
の
発

句
に
続
い
て
脇

（鶴
爪
）
と
第
二

（大
鶴
）
を
受
け
も
っ
た
人
。
大
鶴
は

『
物
種
集
』
に
丼
原
姓
で
出
る
こ
と
な
ど
あ

っ
て
西
鶴
の
縁
戚
か
と

言
わ
れ

（野
間
光
辰
氏

『年
譜
考
証
し
、
鶴
爪
は
上
掲

『
大
坂
歳
旦
』
の
西
鶴
発
句

「
春
の
は
つ
の
坊
主
へ
ん
て
つ
も
な
し
留
」
に
対
し

「
自

由
に
あ
そ
ば
せ
誹
諧
は
花
」
と
脇
し
た
人
だ
っ
た
。
西
鶴
句
は
彼
の
法
体
を
示
す
最
初
の
資
料
で
、
鶴
爪
の
脇
も
こ
の
時
西
鶴
が
隠
居
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
貴
重
な
資
料
な
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
上
記
二
名
は
西
鶴
に
き
わ
め
て
近
い
人
物
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

『大
矢

数
』
巻
頭
表
八
句
は
、
最
長
老
と
師
、
そ
れ
に
身
近
な
人
物
を
配
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
谷
木
因
と
安
川
孤
松
は
美
濃
の
俳
人
。
な
か
で
も

木
因
は
延
宝
六
年
頃
か
ら
急
速
に
親
し
く
な
っ
た
人
物
で
、
同
七
年
刊
の

『
二
葉
集
』
に
は
十
組
も
の
付
合
が
入
集
し
て
い
た
。
彼
等
は
大
阪

以
外
の
地
を
代
表
す
る
形
で
出
座
し
て
い
た
か
。
洋
々
子
は
未
詳
。
因
み
に
記
せ
ば
、
第
二
の
発
句
と
第
三
は
水
守
重
直

（物

種

２
、　
二
葉

６
、
百
人

一
句
難
波
色
紙
）
と
井
口
如
貞
、
第
三
は
岩
井
武
仙
と
前
川
由
平
だ
っ
た
。

し
か
し
て
、
右
に
も
ま
し
て
華
や
か
、
と
い
う
よ
り
は
そ
れ
を
通
り
こ
し
て
や
や
仰
々
し
い
と
で
も
言
え
そ
う
な
の
が
、
総
勢
五
十
五
人
に

及
ぶ

「
大
矢
数
役
人
」
で
あ

っ
た
。
煩
し
く
も
あ
る
が
次
に
そ
れ
を
示
す

（表
０
）。

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓



表
０
　
大
矢
数
役
人

執

筆

脇

座

指
合
見

役

割

水
田
桜
山
子

斎
藤
　
賀
子

岩
崎
　
豊
流

水
野
　
梅
吟

山
口
　
清
勝

高
木
　
松
意

青
木
　
友
雪

田
中
　
柳
翠

秋
田
　
桂
葉

藤
田
　
不
琢

木
原
　
宗
円

岡
西
　
惟
中

高
滝

益
翁

前
川

由
平

小
西
　
来
山

浅
沼

宗
貞

片
岡
　
旨
恕

和
気
　
遠
舟

人

　

名

〇

一
〇

○

○

○

○ ○

〇

一
〇

〇

一
〇

生
玉
一可
仙

○ ○ ○ ○ ○ ○ 一一独叫
○ ○ ○ ○ ○ ○ 献販砧齢物種∵葉

〇

一
〇

○

○

〇
一

○

○

○ ○

〇

一
〇

○

〇

一
〇

○

○

○

〇

一
〇

一
〇

〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

〇

一
　

一
〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヨ

句′

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 童

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高
名

線
香
見

日
付
木 果細

金

幣

銀

幣

紅

幣

白

幣

執

筆

役

割

池
山
　
西
戎

岩
田
　
西
里

山
田
　
西
長

吉
田
　
風
露

衣
笠
　
一
露

山
洞
軒

一
水

岩
井
　
武
仙

木
村
　
西
虎

松
井
　
西
花

岡
本
　
西
住

松
嵐
軒
西
毛

辻
尾
　
意
楽

金
谷
　
ルホ
及

原

　

松
林

天
引
　
親
延

西
村
　
一九
重

田
中

定
方

柳
葉
軒
鶴
流

人

　

名

○
生
玉
可
仙

司し
上 ○ 一独叫一献販一砧齢

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ?⊂

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に
ホ ○

二
華

可し
L

一山
海

○ ○ ○ ○
一百
句人

津

一
一一一二

○ ○

○ ○

○ ○



代

参

御

」

支

【 役糾

懐
紙
台

割
帳
付

線
香
見

役

　

割

井
田
　
西
用

小
松
　
一万
知

露
川
　
生
重

吉
田
　
西
可

粟
野

友
知

原
　
　
如
雲

岡
山
　
一
風

下
山
　
和
風

斎
藤
　
幸
船

松
井
　
悦
重

人

　

名

いし
ヽ

L
玉
母
仙

可C 一独
日吟
歳大
旦坂

一講
齢
物
種

○ ○
二
華

山
海

百
人

一
句
三
塗

後

座

医

師

代

参

役

割

関
土
　
西
Ｆ

釈
　
　
祖
寛

榎
並
　
貞
因

高
石
　
石
斎

釈
　
　
西
波

山
本
　
祐
竹

横
地

祐
奄

上
柳
　
西
信

野

口
　
西
言

人

　

　

名

○
生
玉

○
苛
仙

○ ○ 一独叫
○ ○ 献

販一謝
齢
一物
種

○ ○

○

○ ○ ○ ○ 一葉

○
山
海

○ ○ ○ ○ 可
鉄
二
連

高
名

役
柄
に
つ
い
て
は
逐
次
説
明
し
な
い
が
医
師
二
名
を
置
く
な
ど
は
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
、
ポ
ク
シ
ン
グ
な
み
で
あ
る
。
月
松
軒
紀
子
の
千
八
百

句
独
吟
興
行
を

「
執
筆
も
な
し
、
判
者
も
な
し
」
Ｇ
仙
台
大
矢
数
』
の
西
鶴
抜
）
と
難
じ
た
手
前
も
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
二
千
八
百
の

『
仙

台
大
矢
数
』
の
役
人
数
が
七
名

（金
幣

・
銀
幣
各
１
、
箭
取

Λ
判
者
の
こ
と
Ｖ
５
）
で
あ
る
の
に
比
し
て
も
、
役
割
の
細
分
化
と
も
ど
も
、
い

さ
さ
か
度
を
越
し
た
感
が
あ
る
。
指
合
見
は
判
者
で
作
法
吟
味
役
、
脇
座
は
文
台
の
脇
に
座
る
役
で
い
わ
ば
招
待
客
と
い
っ
た
処
。
ま
た
最
後

の
後
座
は
後
見
役
で
あ
る
。
後
座
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
上
記
三
役
の
二
十
二
名
と
他
三
十
三
名
に
格
差
の
あ
る
こ
と
は
、
表
示
し
た

西
鶴
編
著

へ
の
入
集
状
況
を
見
る
だ
け
で
も
歴
然
だ
ろ
う
。
試
み
に

『
物
種
集
』
に
付
さ
れ
る

「
大
坂
中
俳
諧
月
次
日
」
を
見
る
と
遠
舟

・
旨

恕

・
賛
也
Λ
宗
貞
Ｖ

・
由
平

・
以
仙
Λ
益
翁
）
・
惟
中

・
宗
円

・
柳
翠

・
友
雪
の
九
名
が
入
り
、
延
宝
七
年
刊

『
難
波
露
』
の

「俳
諧
点
者
」
の

項
に
は
遠
舟

・
旨
恕

・
宗
貞

・
由
平

，
益
翁

・
惟
中

・
松
意

・
友
雪
の
八
名
が
入
る
。
入
ら
ぬ
者
の
中
で
脇
座
の
桂
葉
は
出
羽
秋
田
の
俳
人
、

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三



一
三
四

指
合
見
の
小
西
来
山
は
飯
田
正

一
氏
の

「
来
山
年
譜
」

∩
小
西
来
山
全
集
』
後
篇
、

朝
陽
学
院

。
昭
和
６０
）

に
よ
る
と
延
宝
四
年
頃
の
立
机

と
推
定
さ
れ
、
表
０
で
も

『
物
種
集
』
が
初
出
で
あ
る
。
し
か
し
同
八
年
に
は
歳
旦
帳
を
出
し
て
お
り

（
下
垣
内
和
人
氏
編
延
宝
八
年
版

『
歳

旦
集
』
勉
誠
社
文
庫

。
昭
和
６２
）
、
‥将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
新
進
と
い
う
格
だ
ろ
う
。
ま
た
山
口
清
勝
に
は
早
く
に
撲
集
が
あ
り

（寛
文
十

一
年

刊

『
蛙
井
集
し
、
斎
藤
禾
刀
の
子
賀
子
、
岩
崎
豊
流
に
し
て
も
門
戸
を
張

っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
鳥
歌
的
に
言
え
ば
三
都
か
ら
三
十
六
人
を
選

ぶ

『
俳
諧
三
ケ
津
』
と
全
国
か
ら
六
十
六
人
を
入
れ
る

『
高
名
集
』
に
入
る
者
の
多
い
指
合
見
の
格
が
や
や
上
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
指

合
見
と
脇
座
連
は
、
大
阪

（桂
葉
を
除
く
）
で
立
派
に
門
戸
を
張
る
現
役
同
業
者
に
対
す
る
、　
お

の
れ

の
晴
舞
台

へ
の
招
待
と
い
う
感
が
深

い
。
後
座
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
石
斎

・
貞
因
の
俳
歴
、
ま
た

『
百
人

一
句
難
波
色
紙
』
の
祖
寛
と
西
Ｆ
の
肖
像
等
か
ら
見
て
、
上
記
二

者
よ
り
は
年
配
格
と
考
え
ら
れ
る
。

対
し
て
、
執
筆
以
下
の
三
十
三
名
は
完
全
に
実
働
部
隊
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
執
筆
番
繰
以
下
は
岩
井
武
仙

・
山
洞
軒

一
水

（
仙
台
の
人
）

等
ご
く
少
数
を
除
い
て
西
鶴
直
系
の
新
人
ま
た
は
無
名
俳
人
と
考
え
て
よ
く
、
そ
れ
は
表
示
の
入
集
状
況
に
み
ご
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
入

注
０

集
を
見
る
者
で
も
殆
ど
が
二
年
前
の

『
物
種
集
』
以
後
で
あ
る
。
し
か
し
て
や
や
事
情
を
異
に
す
る
の
が
執
筆
で
、
水
田
桜
山
子
は
西
吟
の
こ

と
、
辻
尾
意
楽
は
延
宝
三
年
刊
の

『
大
坂
独
吟
集
』
に

「
意
楽
」
で
百
韻
が
入
集
、
同
七
年
刊
の

『
銀
葉
夷
歌
集
』
（
狂
歌
）
に
七
首
入
集
、
ま

た

『
山
海
集
』
に
江
林
、
『
百
人

一
句
難
波
色
紙
』
に
辻
尾
江
林
で
入
り
、
『
難
波
露
』
の

「
執
筆
」
の
項
に
辻
尾
太
右
衛
門
で
入
る
人
物
だ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（乾
裕
幸
氏

「
大
坂
独
吟
集
の
研
究
」
Λ
『俳
諧
師
西
鶴
』
、
前
田
書
店

。
昭
和
５４
Ｖ
）０
天
引
親
延
も

『
難
波
露
』
の
同

項
に
天
引
平
右
衛
門
で
出
、
彼
は
同
書
の

「算
者
」
に
も
見
え
て
算
術
の
方
で
も
優
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
早
く
寛
文
六
年
刊

『
遠
近
集
』
の
跛
に
も
署
名
が
あ

っ
た
。
ま
た

「
大
坂
俳
諧
月
次
日
」
に
は
前
述
意
楽
と
共
に

「
松
林
」
（原
松
林
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
）
が

注
③

載
り
、
同
じ
執
筆
者
の
伊
藤
長
右
衛
門
道
清
が
連
歌
を
た
し
な
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
も
考
え
併
せ
る
と
、
当
時
の
こ
の
職
業
に
は
単
に
そ
れ
の

み
に
と
ど
ま
ら
ぬ
者
の
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
に
記
し
て
お
く
と
、
執
筆
に
名
を
見
る
田
中
定
方
と
御
影
支
配
の
露
川
生

重
は
、
歌
舞
伎
の
立
役
田
中
治
右
衛
門
と
大
立
者
大
和
屋
甚
兵
衛
で
あ
る
。



以
上
を
ま
と
め
る
と
、
著
名
俳
士
が
控
え
実
働
部
隊
が
走
り
、
梨
園
の
人
気
役
者
が
彩
り
を
添
え
る
。

「
難
波
の
大
寺
晩
鐘
告
て
、
十
二
の

大
蟷
燭
次
第
に
立
の
ば
れ
ば
、
天
も
酔
り
」
と
は
西
鶴
の
抜
文
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
中
で
行
わ
れ
た
本
興
行
は
、
ま
さ
に
大
向
う
を
ね
ら
っ
た

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
西
鶴
を
し
て
か
く
派
手
に
示
威
さ
せ
る
理
由
も
か
な
り
切
迫
し
て
あ

っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の

件
に
関
し
て
は
も
う
少
し
後
に
譲
る
。

〓
一　
大
矢
数
の
内
容

先
述
の
ご
と
く

『
西
鶴
大
矢
数
』
は
巻
四
ま
で
と
巻
五
の
二
様
に
分
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
前
者
の
百
韻
四
十
は
、
各
八
句

が
他
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。　
一
昼
夜
四
千
句
で

一
句
の
持
ち
時
間
を
約
二
十
秒
と
す
る
と
、
表
八
句
の
作
者
の
連
繋
が
う
ま
く
い
か
ぬ
と
滞

り
が
生
じ
る
。
「
日
を
重
ね
て

（作

っ
て
お
い
て
）
即
座
の
作
に
も
て
な
し
」
（跛
文
）
と
他
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
興
行
に
お
い
て
は

す
べ
て
が
当
座
の
作
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
、
問
題
と
な
る
処
で
あ
る
。
そ
れ
は
暫
く
措
い
て
当
面
出
句
者
の
数
を
整
理
し
て
お
く
と
、
第

一
か

ら
四
十
ま
で
に
出
句
す
る
者
は
二
七
四
名
で
あ
る

（
二
句
以
上
の
者
も
い
る
）。　
う
ち
二
十
四
名
が
役
人
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。　
つ
い
で
に

第
四
十

一
か
ら
百
七
ま
で
を
記
す
と
四
五
二
名

（表
八
句
の
う
ち
脇
の
み
が
西
鶴
）。　
う
ち
役
人
を
つ
と
め
る
者
十

一
名
、
巻
四
十
ま
で
に
既

に
出
句
し
て
い
る
者
二
十
七
名
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
延
べ
人
数
で
は
役
人
五
十
五
名
、
第
四
十
ま
で
が
二
七
四
名
、
四
十

一
以
後
四
五
二

名
、
合
計
七
八

一
名
。
重
複
を
引
い
て
実
質
を
示
す
と
、
役
人
五
十
五
名
、
第
四
十
ま
で
二
五
〇
名
、
四
十

一
以
後
四

一
四
名
、
合
計
は
七

一

九
名
と
な
る
。
後
述
の
ご
と
く
句
だ
け
お
く
っ
て
出
座
し
て
い
な
い
者
も
か
な
り
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
割
引
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
し
か
し
と

も
か
く
そ
の
日
の
動
員
数
は
空
前
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
夜
の
生
玉
境
内
が
異
様
な
興
奮
に
包
ま
れ
た
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
百
歩
譲

っ
て
出
座
の
数
が
上
記
よ
り
大
分
少
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
七
百
人
を
越
え
る
人
士
か
ら
句
を
集
め
た
西
鶴
の
情
熱

（あ
る
い

は
執
念
、　
千
不
ル
ギ
ー
）
だ
け
で
も
、
驚
嘆
に
値
す
る
。
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一
一一一一ハ

さ
て
、
本
興
行
の
実
際
に
つ
い
て
野
間
光
辰
氏
は
、
西
鶴
が
興
行
成
就
直
後
の
六
月
二
十
二
日
に
下
里
勘
州

（知
足
）
に
送

っ
た
書
簡
に
見

え
る

「其
元
よ
り
被
遣
候
御

一
句
共
加
入
申
候
」
や

「
め
い
ノ
ヽ

二
一
句
つ
ゝ
入
申
候
」

の
文
言
を
手
が
か
り
に
、
『
大
矢
数
』
に
出
句
し
て

い
る
者
す
べ
て
が
当
日
出
座
し
て
い
る
と
は
限
ら
ぬ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
上
で
（知
足
の
句
が
吉
親
の
号
で
第
百
二
に
出
る
）
、
各
百
韻
の
表
八

句
は
西
鶴
が
何
か
月
も
前
か
ら
在
阪
の
俳
諧
師
や
全
国
の
俳
友
に
檄
を
と
ば
し
て
求
め
用
意
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
当
日
そ
の
う

ち
の
四
十
だ
け
を
用
い
残
余
の
も
の
を
割
愛
す
る
に
忍
び
ず
こ
れ
を
巻
五
に
収
め
た
の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
Ｇ
年
譜
考
証
し
。
西
鶴
自
身
は

本
書
の
按
配
に
つ
い
て
何
も
記
し
て
い
ず
、
か
つ
矢
数
俳
諧
集
出
版
の
例
も
少
な
い
の
で
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
分
明
な
処
が
多

い
の
だ

が
、
本
興
行
並
び
に
本
書
成
立
の
経
緯
は
ほ
ぼ
野
間
氏
の
推
定
通
り
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
巻
四
末
に
満
願

成
就
の
祝
賀
が
何
も
付
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
前
の

『
大
句
数
』
は
下
巻
が
伝
存
し
な
い
ゆ
え
全
く
不
明
な
が
ら
、
紀
子

の

『
大
矢
数
　
千
八
百
韻
』
に
は
自
身
の
も
の
に
せ
よ

「竹
歌
仙
」

一
巻
が
付
さ
れ
、　
三
千
風
の

『
仙
台
大
矢
数
』
に
は
祝
賀
の
歌
仙

一
巻
に
、

更
に
西
鶴
の
賛
跛
と
独
吟
歌
仙

一
巻

（発
句

「
ひ
ろ
ま
る
や
三
千
世
界
随

一
花
」
、
揚
句

「
行
方
自
由
仙
台
の
作
し

が
付
さ
れ
て
い
た
。
対
し

て

『
西
鶴
大
矢
数
』
の
第
四
十
は
、

「薬
喰
や
三
つ
あ
る
し
ヽ

（鹿
）
を
目
に
懸
て
　
守
由
／
毎
年
を
こ
る
山
は
霜
腹
　
西
鶴
」
の
冬
季
で
始

ま
り
、
Ｆ
」
れ
ま
で
の
花
は
奢
の
難
波
鶴
／
長
き
日
の
出
や
何
れ
も
の
影
」

で
揚
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
成
就
の
喜
び
な
ど
全
く
見
え
ず
、　
こ

の
あ
と
に
既
掲
の
深
江
屋
の
刊
記
が
載
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
巻
五
に
目
を
転
ず
る
と
、
表
八
句
の
み
と
は
い
え
百
韻
六
十
七
の
数
は
残
余
に
し
て
は
い
か
に
も
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
ま
ず

そ
の
量
が
気
に
な
る
。
な
ら
ば
と
最
後
の
第
百
七
を
見
る
と
、
「
鬼
神
も
下
馬
雷
の
羽
音
そ
大
矢
数
」
の

（
鴻
池
）
西
六
の
発
旬
に
始
ま
り
、

第
三
を
伊
丹
の
宗
旦
が
つ
と
め
、
八
句
目
は

「
国
は
治
る

一
天
の
秋
」
（初
子
）
で
結
ば
れ
、
立
派
に
祝
賀
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

射
た
り
や
与
市
そ
れ
は
儀
也
大
矢
数
　
栄
久

あ
の
達
者
千
句
の
鬼
也
大
矢
数
　
　
　
西
森

管
城
や
お
さ
む
る
手
に
は
大
矢
数
　
　
難
平



誰
軟
跡
四
千
に
上
に
あ
り
大
矢
数
　
　
坂
上

及
も
な
し
息
の
根
と
め
る
大
矢
数
　
　
荷
平

鬼
神
も
下
馬
霞
の
羽
音
そ
大
矢
数
　
　
西
六

右
は
、
結
び
近
く
で

「
大
矢
数
」
が
連
続
し
て
用
い
ら
れ
る
、
第
百
二
か
ら
百
七
ま
で
の
発
句
で
あ
る

（「
大
矢
数
」
は
五
巻
全
体
で
十
五

回
Λ
た
だ
し
第

一
の

「
天
下
矢
数
」
を
入
れ
る
Ｖ
用
い
ら
れ
る
）。
そ
し
て
以
上
を
見
る
と
、
す
べ
て
が
詠
者
に
対
す
る
褒
意
を
持
つ
こ
と
、
一

読
し
て
明
ら
か
だ
ろ
う
。
し
か
も
巻
頭
の
西
鶴
の
発
句

「
天
下
矢
数
三
度
の
大
願
四
千
句
也
」
と
も
、
み
ご
と
に
照
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
典

（
百
二
の

「
与
市
し

や
漢
籍

（
百
五
の

「
止
」
は

『
大
学
』

に
拠
る
）
を
用
い
な
が
ら
、

そ
れ
が

「
息
の
根
と
め
る
」
と
な
り
、
最
後

の

「
鬼
神
も
露
の
羽
音
に
下
馬
」
と
漸
層
的
に
高
め
ら
れ
て
い
く
西
鶴
賛
美
。
し
か
も
百
七
の
八
句
日
は

「
国
は
治
る

一
天
の
秋
」
で
結
ば
れ

て
い
た
。
こ
こ
か
ら
読
者
は
西
鶴

へ
の
祝
意

・
賛
仰
を
容
易
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
巻
五
は
そ
う
い
う
意
を
こ
め
て
編
成
さ
れ

て
い
た
の
だ
っ
た
。
と
す
れ
ば

一
巻
す
べ
て
が
祝
賀
の
巻
に
な
る
わ
け
で
、
例
を
見
な
い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。
百
七
ま
で
の
表
八
句

分
が
当
初
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
速
断
で
き
ぬ
が
、
右
は
残
余
を
割
愛
す
る
に
忍
び
ず
で
は
な
く
、
誇
示
の
た
め
の
ス
ト
ッ

ク
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
『
大
矢
数
』
の
俳
諧
と
し
て
の
内
実
は
ど
う
な
の
か
。

乾
裕
幸
氏
は
前
掲

『
矢
数
俳
諧
集
』

の
解
説
で
収
録
三
書
の
各
第
十
五
を

抽
出
し
て
詳
し
く
作
法
と
展
開
の
仕
方
を
比
較
さ
れ
、
時
間
的
な
余
裕
は
少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
西
鶴
の
方
が
は
る
か
に
作
法
に
か
な
い
、
か

つ
展
開
と
こ
と
ば
の
働
か
せ
方
に
お
い
て
も
、
玄
人
の
味
わ
い
が
深
い
と
言
わ
れ
る
。
指
摘
さ
れ
る
処
逐
条
納
得
で
き
、
そ
れ
こ
そ
プ
ロ
の
眼

を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
と
も
か
く
表
八
句
に
限
っ
て
通
覧
し
て
み
た
。
も
っ
と
も
表
八
句
は
脇
を
除
く
と
西
鶴
の
も

の
で

は
な

く
、
従

っ
て
西
鶴
と
は
直
接
結
び
付
か
な
い
。
た
だ
野
間
氏
の
推
定
等
に
少
し
で
も
か
か
わ
れ
ば
と
考
え
て
で
あ
る
。
な
お
季
の
認
定
に
は
前

田
金
五
郎
氏
の
著
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
気
に
な
っ
た
こ
と
を
記
す
と
、
脇
が
発
句
と
同
季
で
な
い
も
の
が
三
例
あ
る
。
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と
れ
か
鷺
そ
佐
野
の
わ
た
り
の
夕
詠
め
　
松
再
軒
西
虎

駒
と
め
て
今
二
の
足
を
ふ
む
　
　
　
　
　
　
西
鶴

（第
九
）

近
江
路
や
木
曽
殿
も
召
す
夏
羽
織
　
　
　
　
　
重
政

駒
の
か
し
ら
も
見
え
ぬ
編
笠
　
　
　
　
　
　
西
露

（
第
六
十
六
）

及
も
な
し
息
の
根
と
め
る
大
矢
数
　
　
　
　
　
荷
平

雲

つ
か
ひ
出
す
仙
術
の
容
　
　
　
　
　
　
　
西
鶴

（第
百
六
）

付
筋
は

一
見
明
ら
か
だ
が
、
冬
―
雑
、
夏
―
雑
、
夏
―
雑
で
あ
る
。

筆
と
め
て
甫
之
も
詠
ん
難
波

の
花
　
　
　
　
　
之
良

民
の
竃
は
炉
の
名
残
今
　
　
　
　
　
　
　
　
西
鶴

店
引
る
徳
利
の
中
や
酸
ぬ
ら
ん
　
　
　
　
　
　
鶴
翅

（第
八
十

一
）

浪

の
鱗
海
に
も
花
や
桜
鯛
　
　
　
　
　
　
　
　
正
利

春
日
を
あ
ら
ふ
ま
な
板
か
迫
門
　
　
　
　
　
西
鶴

曳
す

つ
る
雲
の
破
れ
に
粘
を
付
て
　
　
　
　
　
儀
風

（
第
九
十

一
）

わ
な
を
か
く
れ
は
横
雲
を
引
　
　
　
　
　
　
一
之

次
に
春

・
秋
が

一
句
ま
た
二
句
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
例
。

一
三
八



夜
咄
し
の
肴
と
い
へ
は
野
辺
の
月
　
　
　
　
　
泉
菊

下
に
置
た
ま
は
す
立
て
ま
ふ
也
　
　
　
　
　
重
久

（第
四
十
八
６
～
８
）

前
二
者
は
第
三
が
雑
、
三
例
目
は
七
句
目

（月
の
定
座
）
の
み
が
秋
で
あ
る
。
次
の
例
は
夏
が
四
句
続
く
。

其
流
れ
朱
印
の
す
は
つ
た
清
水
也
　
　
　
　
　
友
鶴

茂
る
柳
生
の
ゆ
る
し
を
つ
か
ふ
て
　
　
　
　
時
次

夏
の
月
ど
こ
に
捨
て
も

一
万
石
　
　
　
　
　
　
西
夏

上
々
諸
白
き
く
郭
公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
音

（第
五
十
５
～
８
）

そ
の
他
、
第
四
十

一
は
表
八
旬
に
月
が
出
ず
、
第
七
の
三

「
釈
迦
御
免
東
の
板
付
た
つ
て
き
て
　
閑
睡
庵
月
山
」
は
初
表
に
釈
教
を
出
す
と
言

え
よ
う
。
ま
た

「
雑
」
の
多
く
続
き
す
ぎ
る
例
も
日
立
つ
。
第
四
十
九
は
表
八
句
が
夏
二
句
と
雑
六
句
。
三
十
六
は
夏
三
句
と
雑
五
句
。
こ
の

百
韻
は
発
句
か
ら
第
三
ま
で
が
夏
期
で
、
あ
と
初
裏
の
八
句
目
ま
で
、
十
三
句
雑
が
続
い
て
い
て
、
い
た
く
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
。

今
度
は
視
点
を
変
え
、
『
大
矢
数
』
各
百
韻
の
発
旬
の
季
の
分
布
を
見
て
み
た
。

春
１
４９

（第
四
十
ま
で
１４
ヽ
四
十

一
以
後
３５
）

夏
１
４３

（第
四
十
ま
で
１７
ヽ
四
十

一
以
後
２６
）

秋
１
６

（第
四
十
ま
で
１
、
四
十

一
以
後
５
）

冬
１
９

（第
四
十
ま
で
７
、
四
十

一
以
後
２
）

以
上
を
見
る
に
、
さ
す
が
当
季
だ
け
あ

っ
て
夏
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
し
か
も
第
四
十
ま
で
に
限
る
と
春
を
抜
い
て
最
も
多
く
、
冬
の
例

に
し
て
も
、
四
十
ま
で
と
そ
れ
以
後
で
は
微
妙
に
違
う
。
秋
が
少
な
い
の
は
初
表
七
句
目
に
月
の
定
座
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
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一
四
〇

も
秋
が
四
十
ま
で
に

一
句
し
か
な
く
逆
に
冬
が
七
対
二
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
連
句
を
編
ん
で
い
く
上
で
の
配
慮
の
有
無
と
か
か
わ
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
少
な
く
も
四
十
ま
で
と
そ
れ
以
後
で
は
、
発
旬
の
季
の
配
し
方
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
さ
て
当
季
で
あ
る
夏
の

季
語
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
全
体
で
四
十
三
の
夏
季
の
う
ち
、

「
大
矢
数
」
と

「
時
鳥
」

（
郭
公
、

８８
は

「
飛
鳴
行
く
鳥
し

が
各
十

五
回
用
い
ら
れ
、
こ
の
二
語
で
約
七
割
を
占
め
る
。
他
の
十
三
句
は
螢
の
三
句
が
目
に
つ
く
程
度
で
、
葎
茂
る
、
扇
、
卯
花
、
と
こ
し
苗
、
夕

顔
、
更
衣
、
夏
羽
織
、
坊
主
麦
、
青
竹
、
蝉
が
各

一
句
ず
つ
。
本
興
行
が
矢
数
俳
諧
で
当
月
が
時
鳥
と
は
言
い
条
、
変
化
の
乏
し
さ
は
否
め
な

い
。
そ
の
点
で
は
執
筆
四
十
句
の
う
ち
当
季
た
る
夏
が
二
句
し
か
な
い
こ
と
も
注
意
を
惹
く
。
む
ろ
ん
七
句
目
が
月
の
定
座
で
、
従

っ
て
秋
季

が
二
十
四
句
と
群
を
抜
く
の
は
当
然
だ
が

（あ
と
は
雑
が
１４
）
　ヽ
四
十
ま
で
に
月
の
引
上
げ
は
十
八
回
行
わ
れ
て
お
り

（
た
だ
し
六
句
目
７
、

五
句
目
６
、
四
句
目
３
、
三
句
目
２
）、　
こ
こ
に
は
も
う
少
し
夏
季
が
あ

っ
て
も
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。

初
表
月
の
定
座
の
引
上
げ
に
関
し
て
は

四
十

一
以
後
で
は
二
十
六
回
。
四
十
せ
で
の
四
割
三
分
に
対
し
て
三
割
六
分
と
か
な
り
少
な
い
。
し
か
し
後
者
で
は
発
旬
に
三
、
脇
に

一
、
第

三
に
二
句
あ
り
、
こ
こ
で
は
両
者
は
き
わ
だ
っ
た
対
照
を
示
す
。

更
に
試
み
に
、
各
句
相
互
の
季
語
の
連
関
を
、
春
季

（
発
句
―
第
三
）
と
秋
季
の
月
の
句
前
後
で

一
覧
し
て
み
た
。
結
果
は
表
０
０
に
示
す

ご
と
く
で
あ
る
が
、
断

っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
前
述
の
ご
と
く
表
八
句
は
西
鶴
と
殆
ど
か
か
わ
ら
な
い
こ
と
と
、
各
句
間
の
季
語
の

繋
り
が
か
り
に
単
純
平
板
で
あ

っ
て
も
、
「富
士
の
煙
を
茶
釜
に
見
立
て
る
」

ご
と
く
、　
そ
こ
か
ら
飛
翔
す
る
の
が
談
林
の
特
徴
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
如
上
を

一
応
弁
え
な
が
ら
も
、
表
示
の
結
果
に
は
や
は
り
あ
る
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
表
０
に
は
見
出
し
に

示
さ
な
か
っ
た

「霞
」
「雪
解
」
な
ど
も
入
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
者
は
第
二
に
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る

（「霞
」
は
５３
３
に
も
、
「雪
解
」
は
７３

３
、
８２
３
、

８６
３
に
も
あ
る
）。
さ
て
表
０
の
例
示
数
は
三
十

一
。
春
季
の
発
句
は
全
部
で
四
十
九
だ
っ
た
か
ら
、
上
の
数
は
そ
の
六
割
三
分
を

占
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
右
の
事
実
は
先
の
断
り
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、矢
数
俳
諧
が
、
花
（花
盛
）
、
春

（春
宵
）
、
桜
（桜
鯛
）
、
霞

等
の
、
ご
く

一
般
的
常
識
的
な
季
語
を
鍵
に
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
。
む
ろ
ん
以
上
は

「
咄
し
の
種
花
そ
音
の
曽
魯
離
か
居
は
／

御
前
の
景
色
晒
ふ
山
口
／
と
う
忘
れ
春
の
囃
子
に
罷
出
て
」
∩
西
鶴
大
句
数
』
第
五
）
に
も
共
通
し
、
確
か
め
て
は
い
な
い
が

『
仙

台

大
矢



数
』
等
も
し
か
り
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し

『
大
矢
数
』
に
は
、　
こ
の
場
合
は
西
鶴
の
も
の
を
も
含
め
て
だ
が
、

「
曽
呂
利
新
左
衛
門
―

（彼
が

堺
に
住
む
の
で
そ
こ
の
町
名
）
笑
ふ
山
口
」
と
い
う
よ
う
な
意
表
外
の
展
開
は
少
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
。

そ
う
い
う
質
は
と
も
あ
れ
、
表
０
を
見
る
と
、
第
四
十
ま
で
が
前
後
に

「
射
初
」
「
鶯
鳥
」
「
鳥
か
へ
る
」
な
ど
を
配
し
て
い
く
ら
か
で
も
変

化
を
つ
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
の
に
対
し
、
四
十

一
以
後
で
は
、
「梅
―
花
―
春
」
（
４．
）
、

「
花
―
梅
―
春
」
（
４２
）
ヽ

「
花
―
桜
―
春
」

（
４４
）

の
よ
う
に
、
上
述
の
配
慮

の
少
な
い
例
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
で
あ
る

（
４７

・
９０
な
ど
も
あ
る
が
）
。　
し
か
し
て
以
上
の
こ
と
は
、

表
０
に
も

表
０
　
春
季
発
句
で
春

（春

・
宵

・
春
日
等
）
と
花

（桜

。
梅
）
等
が
主
な
も
の

四
三

四

一

一
一二

一
七

番百
号韻

花

　

盛

梅

の

風

春

　

宵

花 花 花 花 花

　

盛

柳 射

　

初

姿

の

花

稀
句
詢

紅

の

梅

花
の
泥
浪

花 帰

　

蔦

蛙 鳥
か
へ
る

鷺

　

鳥

春

　

宵

花 春 柳 脇
の
季
語

春

の

夢

春 桜

板

木

春 春 雪

　

解

霞 帰

　

鳥

霞 花 春 季第

語の

八
三

七
六

七
五

七
四

七
二

六
四

ユハ
一一一

五
七

四
七

四
四

番百
号韻

花 花 桜

　

鯛

梅 梅 桜

　

花

米

　

桜

花 花 花 花 発

句

の

季

　

語

春

　

風

鑓

　

梅

春 花 松

の

花

春

の

壼
【

春

　

中

梅 桜 春

　

山

桜 脇
の
季
語

霞 鶯 霞 薄

　

霞

雪

は

汁

北

行

戸

雪

　

解

霞 朝

　

霞

角

落

鹿

春 第

〓
一
の

季

　

語

一
〇

一

一
〇
∩

九
九

九
八

九
七

九

一

九
〇

八
七

八
五 尊嘉

花

　

軍

花

　

軍

花

の

風

姥

　

根

花

　

盛

桜

　

鯛

花 花 花 発

句

の

季

　

語

春 青

　

柳

春 藤

　

浪

春 春

　

日

春

　

日

早

　

蕨

岩

瑯

岡

脇
の
季
語

霞 氷

の

響

笑
は
ぬ
山

行

く

春

な
い
鳥
狩

（
雑

）

ぬ
る
む
水

国

の

春

霞 第

二
一
の

季

　

語

西

鶴

一
四

一



一
四
二

表
０
　
月
の
句
前
後
に
露

・
霧

（雰
）
の
つ
く
例

二
七

一
一一ハ

二
五

一
一一一一

一
一二

一
一
一

一
四

一
一一一

一
二 九 七

有

　

明

月 月 月 月 月 月 秋

の

月

月 月 秋

の

月

月

　

鉾

月 月

秋 露 野
山
の
色

色

づ

く

秋 白

　

露

露 霧

　

姻

霧 露 蔦 露

時

雨

霧 秋
の
夕
暮

露
一　
　
玉

稲

　

葉

夕

　

露

露 露 散

　

柳

散

　

柳

露 露 蔦 露 紅

　

葉

露 露

時

雨

六
九

六
八

六
四

五
八

五
六

五
三

四
七

四
六

四
三

四
二

三
八

三
五

一一一一一一

「

秋 月 月 （
雑

）

（
雑

）

月

　

人

月 月 月 朝

の

月

月 月 か
つ
ら
男

霧 月 秋

　

風

露 月 月 露 露 露 鹿 露 散

　

柳

秋

　

雨

霧

月 露 霧 秋

の

霜

露 露 秋

の

花

（
雑

）

（
雑

）

霧 秋 白

　

露

露 秋

の

風

一
〇
〓

一
〇
二

九
九

九
七

九
六

九
二

八
六

八
五

七
九

七
八

七
六

七
五

七
三

月 （
雑

）

（
雑

）

月 月 秋 月

霧

月 月 月 月 月 月

色

　

蔦

月 月 露 露 露 露 露 露 霧 風

の

秋

色

づ

く

霧 露 露 秋

の

霜

霧 浪

の

月

（
雑

）

（
雑

）

躍 （
雑

）

秋

　

風

霧 露

の

玉

あ
て
は
ま
っ
た
。
『
大
矢
数
』
表
八
句
全
百
七
の
う
ち
月
を
秋
で
出
す
の
は
九
十
六
で
、
表
０
に
示
す
の
は
四
十

一
例
で
あ
る

（約
四
割
三
分
。

こ
れ
に

「秋
」
と
繋
る
例
Λ
月
―
秋
Ｖ

を
加
え
る
と
七
割
に
な
る
）。

第
四
十
ま
で
と
四
十

一
以
後
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
占
め
る
割
合
は
大
差
な

い
が
、
こ
こ
で
も
前
者
に

「
紅
葉
」
「
散
柳
」
「
蔦
」
「
野
辺
の
山
色
」
等
が
介
在
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
の
月
と
露
、　
な
い
し
は
月
と
露



と
雑
の
結
び
つ
き
の
強
い
の
が
目
立
つ
。
と
い
う
よ
り
、
か
な
り
の
程
度
で
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
。
以
上
は
自
と
黒
が
識
別
さ
れ
る
よ
う
な

明
確
な
相
違
で
は
な
い
が
、
し
か
し
確
か
に
第
四
十
ま
で
と
そ
れ
以
後
で
は
呼
吸
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
こ
ま
で
に

『
西
鶴
大
矢
数
』
の
季
別
の
分
布
か
ら
始
め
て
、
月
の
定
座
引
上
げ
の
実
状
、
春
の
発
句
―
第
二
、
月
の
句
前
後
の
連

関
等
を
見
て
き
た
。
そ
し
て
如
上
か
ら
第
四
十
ま
で
と
そ
れ
以
後
で
、
微
妙
な
が
ら
相
違
が
あ
る
と
言
っ
た
。
野
間
氏
の
言
わ
れ
た
ご
と
く
表

八
句
の
相
当
程
度
が
や
は
り
準
備
さ
れ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。　
と
言
っ
て
も
、　
そ
の
用
意
の
仕
方
が
問
題
で
あ
る
。　
あ
る
百
韻
の
表
八
句

を

一
連
の
衆
で
用
意
す
る
場
合
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で

一
つ
の
ま
と
ま
り
が
で
き
、
独
自
の
風
も
出
し
得
る
だ
ろ
う
。
ま
だ
確
か
め
て

い
な

い

が
、
『
大
矢
数
』
に
は
確
か
に
、
「梅
吟
子

・
友
吟

・
松
吟

・
葉
吟

・
宗
吟
」
（
２９
）
ヽ
「恋
舟

・
帆
舟

・
由
香

・
冬
貞

・
吉
也
」
（
３２
ヽ
遠
舟
系
の

役
者
）
、
「来
山

・
園
山

・
素
山

・
色
山

・
風
山

・
呑
山
」
（
４．
、
『
来
山
全
集
』
に
は
見
え
ぬ
が
来
山
門
と
考
え
ら
れ
る
）。
「
重
行

・
立
花

・
建

Λ
辰
か
〉
寿

・
生
重
」
（
４６
ヽ
役
者
）
、
「良
盛

・
良
職

。
良
深

・
良
専
」
（
６６
）
な
ど

一
連
と
考
え
ら
れ
る
連
衆
の
名
を
見
出
す
。
し
か
し

一
方

で
西
鶴
自
身
が
下
里
知
足
に
、
「其
元
よ
り
被
遣
候
御
句
」
、
「
め
い
ノ
ヽ

二
一
句
つ
つ
」

と
も
言
っ
て
い
た
。　
事
は
面
倒
で
今
は
こ
れ
以
上
言

え
ぬ
が
、
や
は
り
事
前
に
用
意
す
る
と
す
れ
ば
、
使
う
方
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
、
い
っ
て
み
れ
ば
ど
の
よ
う
に
で
も
処
置
で
き
そ
う
な
、
無

難
な
仕
立
て
の
句
を
お
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
実
際
の
興
行
に
用
い
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
場
に
応
じ
て
あ
る
程
度
手
直
し
さ
れ
、

使
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
さ
は
ど
手
を
加
え
ず
に
載
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
０
０
の
表
に
あ
ら
わ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
も
し
右
の
言
が
幾

分
か
で
も
首
肯
さ
れ
る
な
ら
、
西
鶴
は
事
前
に
相
応
の
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
そ
れ
は
西
鶴
の
自
信
の
な
さ
や
安
全
対
策
か
ら
で
は
な

く
、
む
し
ろ
彼
の
本
興
行
に
か
け
た
並
々
な
ら
ぬ
決
意
の
発
露
に
は
か
な
ら
ぬ
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

以
下
、
西
鶴
に
決
意
さ
せ
た
当
時
の
俳
壇
状
況
や
出
句
し
た
俳
人
の
確
認
な
ど
、
積
み
残
し
の
課
題
が
多
く
あ
る
の
だ
が
、
公
事

。
私
事
に

わ
た
り
時
間
に
余
裕
が
な
く
、
甚
だ
遺
憾
と
す
る
が
あ
と
は
次
号
で
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
中
途
で
終

っ
た
こ
と
に
御
寛
恕
を
願
う
次
第
で
あ

２つ
。

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



一
四
四

注
①

寛
文
二
年
五
月
の
初
度
の
記
録
で
勘
左
衛
門
は
五
百
石
に
加
増
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
前
句
の

「
半
分
」
を
受
け
て

「
二
百
五
十
石
」
と
す
る

（前
田

金
五
郎
氏

『
西
鶴
大
矢
数
注
釈
し
。
た
だ
し
西
鶴
は
貞
享
三
年
十

一
月
刊
の

『
本
朝
二
十
不
孝
』
巻
五
―
二
で
、

「
星
野
勘
左
衛
門

・
和
佐
大
八
」
と
、
勘

左
衛
門
の
記
録
を
破
る
和
佐
大
八
郎
に
も
及
ん
で
い
る
。

注
②
　
野
間
光
辰
氏

『
鵬
西
鶴
年
譜
考
証
』
（中
央
公
論
社

・
昭
和
５８
）
延
宝
七
年
の
条
。
以
下
に
引
用
の
時
は

『年
譜
考
証
』
と
略
記
す
る
。

注
③
　
岡
本
勝
氏

『
大
淀
三
千
風
研
究
』
（桜
楓
社

・
昭
和
４６
）
の
推
定
。

注
④
　
他
は
雅
楽
堂
写
本
と
三
面
子
写
本
。
上
記
の
内
前
者
は
近
世
文
学
資
料
類
従

『
古
俳
諧
編
』
３‐

（
田
中
善
信
氏
解
説
）
に
影
印
、
ま
た
仙
果
本
は
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版

『洒
竹
文
庫
連
歌
俳
諧
集
成
』
に
入
る
。

注
⑤
　
執
筆
番
繰
の
岡
本
西
住
は
あ
る
い
は

『物
種
集
』
に
岡
本
西
任
で

一
組
入
り
、
『
点
滴
集
』
に

「
南
都
西
任
」
で
十
五
句
入
る
西
任
の
誤
り
か
。　
ま
た
粟

野
友
知
は

『
太
夫
桜
』
に

「
灘
住
」
で
入
る

「友
知
」
と
同

一
人
か
。

注
⑥
　
拙
稿

「
生
玉
万
句
追
考
」
翁
国
学
院
雑
誌
」
昭
和
６２

・
６
）
等
参
照
。


